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乾癬及び乾癬性関節炎患者と関節リウマチ患者血清成分の比較
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【目的】尋常性乾癬（以下乾癬、PV）は、紅斑と銀白色の鱗屑を伴う代表的な炎
症性皮膚角化症であり、また原因不明の慢性自己免疫疾患である。さらに乾癬患
者のうち数パーセントは、手指や手関節などに腫脹や変形を来たす乾癬性関節炎
（PA）を合併している。一方、関節リウマチ（RA）は関節に腫脹と疼痛を伴い、
しばしば関節の破壊を来たす慢性自己免疫疾患である。両疾患の治療には、共通
してステロイドや抗リウマチ薬が用いられるが、RAでは滑膜で炎症が起こるのに
対し、PAでは滑膜よりもむしろ腱靱帯付着部から炎症が起こり、初期病理に差異
が認められる。しかし、近年 PV及び PAと RAではその発症に関与する炎症性サ
イトカインに多くの類似点があることが注目されている。このような背景の中で、
乾癬患者に生じた関節症状を PAと診断するか、RAの併発と診断するかは容易で
はない。そこで今回、PV、PA及び RA血清成分を自己抗体を中心に測定し、比較
した。【対象・方法】PA患者 10名、PV患者 2名、及び RA患者 10名を対象とし
た。自己抗体としてリウマトイド因子（RF）、抗シトルリン化環状ペプチド抗体（抗
CCP抗体）、抗カルパスタチン抗体を、また TNF-αを ELISA法により測定した。
比較対照として、健常者 31 名の血清も使用した。【結果及び考察】RA 患者では、
健常者と比較し、抗カルパスタチン抗体、抗 CCP抗体、RF及び TNF-αが有意に
高かった。一方、PV患者では、健常者と比較し、TNF-αが高い傾向を示したもの
の、他の血清マーカーでは大きな差は認められなかった。またPA患者においては、
1名が抗カルパスタチン抗体も高値であった。今回の研究では、RAに特異性が高
い抗 CCP抗体が、PV及び PAと比べても著しく高いことが示され、RAと PAを判
別する指標となりうる可能性を得た。 


